
    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

    

    

    

    
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

中国中国中国中国 アメリカアメリカアメリカアメリカ インドインドインドインド ロシアロシアロシアロシア 日本日本日本日本 ドイツドイツドイツドイツ

図図図図２２２２．．．．各国各国各国各国のののの年間年間年間年間ＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２排出量排出量排出量排出量とととと一人一人一人一人あたりのあたりのあたりのあたりの排出量排出量排出量排出量（（（（２０１３２０１３２０１３２０１３年年年年））））

日本政府の対策方針と温暖化対策推進法の改正案 

平成平成平成平成 22228888 年年年年 4444 月月月月 22229999 日日日日（（（（裏面裏面裏面裏面にににに続続続続くくくく））））    

 

衆議院議員田中和德事務所 
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ７ ２ ９Ｔ Ｅ Ｌ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ７ ２ ９Ｔ Ｅ Ｌ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ７ ２ ９Ｔ Ｅ Ｌ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ７ ２ ９ ４４４４

Ｆ Ａ Ｘ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ３ ５ ０Ｆ Ａ Ｘ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ３ ５ ０Ｆ Ａ Ｘ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ３ ５ ０Ｆ Ａ Ｘ ０ ３ － ３ ５ ０ ８ － ３ ５ ０ ４４４４    

http://www.kamome.or.jp/k-tanaka 

E-mail:k-tanaka@kamome.or.jp    

１５．４億トン 

衆議院議員田中田中田中田中かずのかずのかずのかずのりりりり
 

 

１２．７億トン 

 

 
 

 
 
    

    
    

●●●●    パリパリパリパリ協定協定協定協定締結締結締結締結にににに際際際際しししし、、、、日本日本日本日本はははは２０３０２０３０２０３０２０３０年年年年までにまでにまでにまでに、、、、二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素（（（（ＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２））））ををををはじめとするはじめとするはじめとするはじめとする温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス

のののの年間排出量年間排出量年間排出量年間排出量をををを、、、、２０１３２０１３２０１３２０１３年比年比年比年比でででで７７７７４４４４％％％％未満未満未満未満（（（（２６２６２６２６％％％％削減削減削減削減））））ににににするするするすることことことことをををを国際的国際的国際的国際的にににに約束約束約束約束したしたしたした。。。。    

●●●●    日本日本日本日本ののののＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２排出排出排出排出量量量量のののの約約約約３３３３３３３３％％％％がががが工場工場工場工場やややや鉄工所鉄工所鉄工所鉄工所等等等等のののの産業部門産業部門産業部門産業部門でででで、、、、約約約約１７１７１７１７％％％％がトラックがトラックがトラックがトラック等等等等のののの運輸部運輸部運輸部運輸部

門門門門でででで、、、、約約約約３９３９３９３９％％％％がががが家庭家庭家庭家庭やややや企業企業企業企業等等等等のののの民生部門民生部門民生部門民生部門がががが消費消費消費消費するするするする電力電力電力電力をををを生生生生みみみみ出出出出すすすす際際際際にににに排出排出排出排出されているされているされているされている。。。。    

●●●●    既既既既にににに様々様々様々様々なななな規制規制規制規制ががががあるあるあるある産業産業産業産業・・・・運輸部門運輸部門運輸部門運輸部門とととと異異異異なりなりなりなり、、、、民生部門民生部門民生部門民生部門にににに対対対対してはしてはしてはしては温暖化対策温暖化対策温暖化対策温暖化対策にににに資資資資するするするする規規規規

制制制制ががががほとんどほとんどほとんどほとんど設設設設けられていないけられていないけられていないけられていない。。。。そのためそのためそのためそのため、、、、温室効果温室効果温室効果温室効果ガスをガスをガスをガスを２６２６２６２６％％％％削減削減削減削減すすすするにはるにはるにはるには、、、、事業所事業所事業所事業所やややや家庭家庭家庭家庭

等等等等のののの省省省省エネをエネをエネをエネを強力強力強力強力にににに推進推進推進推進しししし、、、、低炭素社会実現低炭素社会実現低炭素社会実現低炭素社会実現にににに向向向向けけけけたたたた取取取取りりりり組組組組みみみみをををを強化強化強化強化しなければならないしなければならないしなければならないしなければならない。。。。    

● ● ● ● こうしたこうしたこうしたこうした事情事情事情事情からからからから今年今年今年今年３３３３月月月月、、、、地球温暖化地球温暖化地球温暖化地球温暖化対策推進法対策推進法対策推進法対策推進法のののの改正案改正案改正案改正案がががが閣議決定閣議決定閣議決定閣議決定されされされされ、、、、通常通常通常通常国会国会国会国会にににに提提提提

出出出出されたされたされたされた。。。。現在現在現在現在、、、、衆議院衆議院衆議院衆議院ではではではでは４４４４月月月月２８２８２８２８日日日日にににに可決可決可決可決されされされされ、、、、参議院参議院参議院参議院でででで審議審議審議審議がががが行行行行われているわれているわれているわれている。。。。    
 

図図図図１１１１．．．．地球温暖化地球温暖化地球温暖化地球温暖化対策推進法対策推進法対策推進法対策推進法改正案改正案改正案改正案のののの概要概要概要概要    

①国民全体に対して地球温暖化対策に関する普及啓発活動を強化 
エコカーエコカーエコカーエコカー減税減税減税減税やややや低炭素住宅低炭素住宅低炭素住宅低炭素住宅へのへのへのへの補助金補助金補助金補助金給付給付給付給付、、、、住宅建築住宅建築住宅建築住宅建築にににに対対対対するするするする省省省省エネエネエネエネ基準基準基準基準のののの強化強化強化強化などなどなどなど、、、、

様々様々様々様々なななな規制規制規制規制やややや補助金補助金補助金補助金等等等等のののの施策施策施策施策をををを通通通通してしてしてして民生部門民生部門民生部門民生部門のののの省省省省エネをエネをエネをエネを推進推進推進推進するするするする。。。。またまたまたまた、、、、国国国国・・・・自治体自治体自治体自治体・・・・企企企企

業業業業等等等等がががが連携連携連携連携しししし、、、、国民全体国民全体国民全体国民全体にににに低炭素低炭素低炭素低炭素なななな製品製品製品製品やサービスやサービスやサービスやサービス、、、、ライフスタイルライフスタイルライフスタイルライフスタイルをををを普及啓発普及啓発普及啓発普及啓発するするするする。。。。    

②国際協力を通じた地球温暖化対策の推進    

日本日本日本日本がががが提供提供提供提供したしたしたした低炭素技術等低炭素技術等低炭素技術等低炭素技術等でででで他他他他国国国国のののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス排出量排出量排出量排出量がががが減少減少減少減少したしたしたした場合場合場合場合、、、、そのそのそのその一部一部一部一部をををを

日本日本日本日本のののの削減量削減量削減量削減量にににに加算加算加算加算するするするする二国間二国間二国間二国間クレジットクレジットクレジットクレジット制度制度制度制度などなどなどなどのののの国際協力国際協力国際協力国際協力ルールルールルールルールをををを強化強化強化強化するするするする。。。。    

③地域における地球温暖化対策の推進    

地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける温暖化対策温暖化対策温暖化対策温暖化対策をををを強化強化強化強化するためするためするためするため、、、、地方地方地方地方公共団体公共団体公共団体公共団体のののの実行計画実行計画実行計画実行計画のののの策定策定策定策定をををを推進推進推進推進するするするする。。。。    

温暖化対策推進法改正案 衆議院で可決！

５１．２億トン 

７．６億トン 

９０．２億トン 

ごごごご相談相談相談相談やごやごやごやご意見意見意見意見、、、、ごごごご要望要望要望要望のあるのあるのあるのある方方方方

はおはおはおはお気軽気軽気軽気軽にごにごにごにご連絡連絡連絡連絡くださいくださいくださいください    

１８．７億トン 

世界各国の国民１人当たりの温室効果ガス排出量（トン） 

アメリカ…２０．４  カナダ…２０．０  ロシア…１６．０ 

韓国…１３．４    ドイツ…１１．３  日本…１０．５ 

イギリス…９．３   中国…７．８     インド…２．３ 

自 由 民 主 党

  国政報告第２４６号
    

昨年１２月、田中和德も日本議員団々長として出席したＣＯＰ２１でパリ協定締結。 

日本は２０３０年までに温室効果ガス２６％削減(２０１３年比）を国際公約。目標達成 

には家庭や企業の大幅な節電や低炭素化が不可欠、政策の柱が温対法改正案。 



    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    
    

● ● ● ● 昨年昨年昨年昨年のののの１２１２１２１２月月月月、、、、ＣＯＰＣＯＰＣＯＰＣＯＰ２１２１２１２１においてにおいてにおいてにおいて、、、、日本日本日本日本ややややアメリカアメリカアメリカアメリカなどなどなどなど、、、、世界各国世界各国世界各国世界各国のののの首脳首脳首脳首脳がががが地球温暖化防止地球温暖化防止地球温暖化防止地球温暖化防止につにつにつにつ

いていていていて協議協議協議協議しししし、、、、大気中大気中大気中大気中のののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス削減削減削減削減にににに関関関関するするするする新新新新たなたなたなたな枠組枠組枠組枠組であるであるであるである「「「「パリパリパリパリ協定協定協定協定」」」」がががが採択採択採択採択されたされたされたされた。。。。    

● ● ● ● 田中和德田中和德田中和德田中和德もももも国会国会国会国会議員団々長議員団々長議員団々長議員団々長としてとしてとしてとして議員会合議員会合議員会合議員会合にににに参加参加参加参加しししし、、、、以下以下以下以下のののの通通通通りりりり日本日本日本日本のののの主張主張主張主張をををを演説演説演説演説したしたしたした。。。。    

①①①①温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス削減削減削減削減にににに関関関関してしてしてして、、、、全全全全てのてのてのての国国国国がががが参加参加参加参加するするするする公平公平公平公平でででで実効性実効性実効性実効性あるあるあるある国際的枠組国際的枠組国際的枠組国際的枠組がががが必要必要必要必要。。。。    

②②②②途上国途上国途上国途上国のののの参加参加参加参加をををを得得得得るるるるためためためため、、、、２０２０２０２０２０２０２０２０年年年年までにまでにまでにまでに日本日本日本日本のののの途上国途上国途上国途上国支援支援支援支援をををを１１１１兆兆兆兆３３３３千億千億千億千億円円円円増額増額増額増額するするするする。。。。    

③③③③日本日本日本日本のののの省省省省エネエネエネエネやややや再生再生再生再生エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー技術技術技術技術はははは世界最高水準世界最高水準世界最高水準世界最高水準でででで、、、、世界中世界中世界中世界中でのでのでのでの一層一層一層一層のののの支援支援支援支援にににに努努努努めるめるめるめる。。。。    

● ● ● ● 地球温暖化地球温暖化地球温暖化地球温暖化をををを防防防防ぐためぐためぐためぐため、、、、１９９２１９９２１９９２１９９２年年年年にににに１５５１５５１５５１５５ヶヶヶヶ国国国国のののの賛同賛同賛同賛同をををを得得得得てててて国連気候変動枠組条約国連気候変動枠組条約国連気候変動枠組条約国連気候変動枠組条約をををを締結締結締結締結。。。。    

● ● ● ● １９９７１９９７１９９７１９９７年年年年にはにはにはには京都議定書京都議定書京都議定書京都議定書がががが採択採択採択採択されされされされ、ＥＵ、ＥＵ、ＥＵ、ＥＵ各国各国各国各国やややや日本日本日本日本はははは二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素（ＣＯ（ＣＯ（ＣＯ（ＣＯ２２２２））））などのなどのなどのなどの温室効果温室効果温室効果温室効果ガガガガ

スのスのスのスの排出排出排出排出についてについてについてについて、、、、具体的具体的具体的具体的なななな数値数値数値数値をををを伴伴伴伴ったったったった削減目標削減目標削減目標削減目標をををを義務付義務付義務付義務付けられることとなったけられることとなったけられることとなったけられることとなった。。。。    

●●●●    国内国内国内国内でもでもでもでも１９９８１９９８１９９８１９９８年年年年、、、、地球地球地球地球温暖化対策推進法温暖化対策推進法温暖化対策推進法温暖化対策推進法がががが制定制定制定制定されされされされ、、、、現在現在現在現在６６６６度目度目度目度目のののの法改正法改正法改正法改正をををを審議審議審議審議しているしているしているしている。。。。    

● ● ● ● しかししかししかししかし、、、、京都議定書京都議定書京都議定書京都議定書はははは途上途上途上途上国国国国にににに何何何何のののの制約制約制約制約もももも課課課課していないしていないしていないしていない上上上上、、、、アメリカまでアメリカまでアメリカまでアメリカまで国内事情国内事情国内事情国内事情でででで離脱離脱離脱離脱したしたしたした。。。。    

日本日本日本日本もももも東東東東日本大震災日本大震災日本大震災日本大震災をををを受受受受けてけてけてけて離脱離脱離脱離脱しししし、、、、京都議定書京都議定書京都議定書京都議定書はははは事実上事実上事実上事実上、、、、失効失効失効失効したしたしたした。。。。    

● ● ● ● ２０１４２０１４２０１４２０１４年年年年、、、、国連国連国連国連機関機関機関機関『『『『気候変動気候変動気候変動気候変動にににに関関関関するするするする政府間政府間政府間政府間パネルパネルパネルパネル』』』』がががが発表発表発表発表したしたしたした第第第第５５５５次評価報告書次評価報告書次評価報告書次評価報告書はははは、、、、温暖温暖温暖温暖

化化化化によるによるによるによる生態系生態系生態系生態系へのへのへのへの深刻深刻深刻深刻なななな悪影響悪影響悪影響悪影響をををを防防防防ぐためぐためぐためぐため、、、、ＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２排出排出排出排出量量量量をををを２０５０２０５０２０５０２０５０年年年年までにまでにまでにまでに４０４０４０４０～～～～７０７０７０７０％％％％削減削減削減削減

（（（（２０１０２０１０２０１０２０１０年比年比年比年比））））しししし、、、、２１００２１００２１００２１００年年年年までにゼロにするまでにゼロにするまでにゼロにするまでにゼロにする必要必要必要必要ががががあるとあるとあるとあると指摘指摘指摘指摘ししししているているているている。。。。このこのこのこの危機的危機的危機的危機的なななな状況状況状況状況のののの下下下下、、、、

途上国途上国途上国途上国までまでまでまで包括包括包括包括したしたしたした、、、、よりよりよりより実効性実効性実効性実効性のあるのあるのあるのある対策対策対策対策がががが模索模索模索模索されされされされ、、、、パリパリパリパリ協定締結協定締結協定締結協定締結へのへのへのへの引引引引きききき金金金金となったとなったとなったとなった。。。。    

    
    

図図図図３３３３．．．．京都議定書京都議定書京都議定書京都議定書ととととパリパリパリパリ協定協定協定協定のののの比較比較比較比較    （（（（パリパリパリパリ協定協定協定協定がががが今後今後今後今後のののの国際国際国際国際ルールとなるルールとなるルールとなるルールとなる）））） 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    
    

● ● ● ● 「「「「これこれこれこれまでまでまでまで温室効果温室効果温室効果温室効果ガスをガスをガスをガスを出出出出してこなかったしてこなかったしてこなかったしてこなかった途上国途上国途上国途上国ににににもももも、、、、温暖化対策温暖化対策温暖化対策温暖化対策ののののコストコストコストコストをををを負担負担負担負担させるさせるさせるさせるののののははははおおおお

かしいかしいかしいかしい」」」」ととととのののの声声声声がががが途上国途上国途上国途上国ではではではでは根強根強根強根強くくくく、、、、京都議定書京都議定書京都議定書京都議定書ではではではでは途上国途上国途上国途上国はははは何何何何のののの責務責務責務責務もももも負負負負っていなっていなっていなっていなかったかったかったかった。。。。    

● ● ● ● しかししかししかししかし近年近年近年近年、、、、中国中国中国中国がががが世界最大世界最大世界最大世界最大、、、、インドインドインドインドがががが世界世界世界世界３３３３位位位位ののののＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２排出国排出国排出国排出国になるなどになるなどになるなどになるなど、、、、経済発展経済発展経済発展経済発展によりによりによりにより途上途上途上途上

国国国国のののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガスのののの排出量排出量排出量排出量がががが急増急増急増急増しているしているしているしている。。。。温暖化防止温暖化防止温暖化防止温暖化防止にににに向向向向けたけたけたけた実効性実効性実効性実効性あるあるあるある枠組枠組枠組枠組をををを作作作作るためるためるためるため

にはにはにはには、、、、途上国途上国途上国途上国のののの排出量排出量排出量排出量にににに対対対対してもしてもしてもしても何何何何らかのらかのらかのらかの制限制限制限制限をををを加加加加えることがえることがえることがえることが必要不可欠必要不可欠必要不可欠必要不可欠なななな情勢情勢情勢情勢となったとなったとなったとなった。。。。    

● ● ● ● このこのこのこの結果結果結果結果、、、、パリパリパリパリ協定協定協定協定ではではではでは、、、、途上国途上国途上国途上国にににに対対対対してもしてもしてもしても先進国先進国先進国先進国とはとはとはとは異異異異なるなるなるなる形式形式形式形式ではあるがではあるがではあるがではあるが、、、、温室効果温室効果温室効果温室効果ガスのガスのガスのガスの

排出排出排出排出にににに制約制約制約制約がががが加加加加えられてえられてえられてえられておりおりおりおり、、、、参加国参加国参加国参加国間間間間のののの負担負担負担負担のののの公平性公平性公平性公平性がががが以前以前以前以前よりよりよりより大大大大きくきくきくきく改善改善改善改善されされされされたたたた。。。。    

各先進国各先進国各先進国各先進国もももも、、、、国民国民国民国民１１１１人当人当人当人当たりのたりのたりのたりの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス排出量排出量排出量排出量をををを削減削減削減削減することにすることにすることにすることに合意合意合意合意しているしているしているしている。。。。    

● ● ● ● またまたまたまた、、、、パリパリパリパリ協定協定協定協定にはにはにはには含含含含まれないもののまれないもののまれないもののまれないものの、、、、途上国途上国途上国途上国のののの温暖化温暖化温暖化温暖化対策対策対策対策をををを支援支援支援支援するためするためするためするため、、、、先進国先進国先進国先進国がががが２０２５２０２５２０２５２０２５

年年年年までにまでにまでにまでに最低最低最低最低１１１１,,,,００００００００００００億億億億ドルドルドルドル（（（（約約約約１２１２１２１２兆円兆円兆円兆円））））以上以上以上以上のののの資金援助資金援助資金援助資金援助をををを行行行行うこともうこともうこともうことも合意合意合意合意されたされたされたされた。。。。    

● ● ● ● パリパリパリパリ協定協定協定協定ではこれらのではこれらのではこれらのではこれらの対策対策対策対策をををを通通通通してしてしてして、、、、今世紀後半今世紀後半今世紀後半今世紀後半にはにはにはにはＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２のののの排出排出排出排出量量量量よりもよりもよりもよりも処理量処理量処理量処理量のののの方方方方がががが多多多多いいいい、、、、

いわゆるいわゆるいわゆるいわゆる「「「「カーボンカーボンカーボンカーボン・ポジティブ・ポジティブ・ポジティブ・ポジティブ」」」」のののの状態状態状態状態をををを実現実現実現実現することをすることをすることをすることを目指目指目指目指しているしているしているしている。。。。    

パリ協定の内容：途上国にも温暖化対策が求められる 

ＣＯＰ２１（国連気候変動枠組条約締約国会議）パリ協定締結の報告  

京都 議定書京都 議定書京都 議定書京都 議定書 パリ協定パリ協定パリ協定パリ協定

目 的目 的目 的目 的
産業 革命前 からの 世界の気 温上産業 革命前 からの 世界の気 温上産業 革命前 からの 世界の気 温上産業 革命前 からの 世界の気 温上
昇を未 来永劫 に2℃未 満に抑 制。昇を未 来永劫 に2℃未 満に抑 制。昇を未 来永劫 に2℃未 満に抑 制。昇を未 来永劫 に2℃未 満に抑 制。

産業 革命前 からの 気温上 昇を未 来永劫に 最産業 革命前 からの 気温上 昇を未 来永劫に 最産業 革命前 からの 気温上 昇を未 来永劫に 最産業 革命前 からの 気温上 昇を未 来永劫に 最
低でも2℃ 未満、できれば 1.5℃未 満に抑 制。低でも2℃ 未満、できれば 1.5℃未 満に抑 制。低でも2℃ 未満、できれば 1.5℃未 満に抑 制。低でも2℃ 未満、できれば 1.5℃未 満に抑 制。

温 室効果 ガ ス温 室効果 ガ ス温 室効果 ガ ス温 室効果 ガ ス
の削減 対策の削減 対策の削減 対策の削減 対策

先 進国：自国 が排出 している温室先 進国：自国 が排出 している温室先 進国：自国 が排出 している温室先 進国：自国 が排出 している温室
          効 果ガ スの 総量を削減。          効 果ガ スの 総量を削減。          効 果ガ スの 総量を削減。          効 果ガ スの 総量を削減。

途 上国：特に 義務 を負わ ない 。途 上国：特に 義務 を負わ ない 。途 上国：特に 義務 を負わ ない 。途 上国：特に 義務 を負わ ない 。

先進 国：自国が 排出し ている温 室効果ガ ス先進 国：自国が 排出し ている温 室効果ガ ス先進 国：自国が 排出し ている温 室効果ガ ス先進 国：自国が 排出し ている温 室効果ガ ス
          の総 量を削 減。          の総 量を削 減。          の総 量を削 減。          の総 量を削 減。

途上 国：排出ガ スの総量 を削減 する義 務は途上 国：排出ガ スの総量 を削減 する義 務は途上 国：排出ガ スの総量 を削減 する義 務は途上 国：排出ガ スの総量 を削減 する義 務は
          負わ ないが、GDP当た りの排出量          負わ ないが、GDP当た りの排出量          負わ ないが、GDP当た りの排出量          負わ ないが、GDP当た りの排出量
          削減 など、別方式 での 目標を設定。          削減 など、別方式 での 目標を設定。          削減 など、別方式 での 目標を設定。          削減 など、別方式 での 目標を設定。

日本 に日本 に日本 に日本 に
課せ られた課せ られた課せ られた課せ られた

目 標目 標目 標目 標

２００８年～２０１２年 の５年間の２００８年～２０１２年 の５年間の２００８年～２０１２年 の５年間の２００８年～２０１２年 の５年間の
温室効 果ガ スの 各年間 排出量を、温室効 果ガ スの 各年間 排出量を、温室効 果ガ スの 各年間 排出量を、温室効 果ガ スの 各年間 排出量を、

１９９０年 の日本 の排出量 の１９９０年 の日本 の排出量 の１９９０年 の日本 の排出量 の１９９０年 の日本 の排出量 の
９４％未満に 抑制 すること９４％未満に 抑制 すること９４％未満に 抑制 すること９４％未満に 抑制 すること

２０３０年までに２０３０年までに２０３０年までに２０３０年までに
日本の 温室効 果ガ スの 年間排 出量を日本の 温室効 果ガ スの 年間排 出量を日本の 温室効 果ガ スの 年間排 出量を日本の 温室効 果ガ スの 年間排 出量を

２０１３年の 年間排出 量の２０１３年の 年間排出 量の２０１３年の 年間排出 量の２０１３年の 年間排出 量の
７４％未 満に抑 制すること 。７４％未 満に抑 制すること 。７４％未 満に抑 制すること 。７４％未 満に抑 制すること 。

（（（（1997199719971997 年年年年））））    （（（（2015201520152015 年年年年））））    

（（（（表面表面表面表面よりごよりごよりごよりご覧下覧下覧下覧下さいさいさいさい））））    平成平成平成平成 22228888 年年年年 4444 月月月月 22229999 日日日日


